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平成２０年第２回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２０年６月９日）第１号

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

第１ 開 会

第２ 表彰状の伝達

第３ 市長祝辞

第４ 会議録署名議員の指名

第５ 会期の決定

第６ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第７ 議案第43号 専決処分の承認を求め

ることについて（平成１９年度

三沢市一般会計補正予算（第８

号））

第８ 議案第44号 専決処分の承認を求め

ることについて（平成１９年度

三沢市介護保険特別会計補正予

算（第５号））

第９ 議案第45号 平成２０年度三沢市一

般会計補正予算（第１号）

第10 議案第46号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市農村地

域工業等導入指定地区における

固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例の制

定について）

第11 議案第47号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市立三沢

病院使用料及び手数料徴収条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて）

第12 議案第48号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市手数料

条例の一部を改正する条例の制

定について）

第13 議案第49号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市税条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて）

第14 議案第50号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市国民健

康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について）

第15 議案第51号 三沢市表彰条例の一部

を改正する条例の制定について

第16 議案第52号 三沢市指定管理者によ

る公の施設の管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第17 議案第53号 三沢市総合体育館条例

等の一部を改正する条例の制定

について

第18 議案第54号 三沢市民プール条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第19 議案第55号 三沢市駅前広場設置条

例の一部を改正する条例の制定

について

第20 議案第56号 三沢市アメリカ広場条

例の制定について

第21 議案第57号 三沢市ふれあいオレン

ジ広場条例の制定について

第22 議案第58号 三沢市ひとり親家庭等

医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

第23 議案第59号 財産の取得について

第24 議案第60号 青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体数

の減少及び青森県市町村総合事
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務組合規約の変更について

第25 議案第61号 青森県市町村職員退職

手当組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村職

員退職手当組合規約の変更につ

いて

第26 議案第62号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第27 提案理由の説明

─────────────────

第28 議案の説明（省略）

─────────────────

第29 総括質疑

─────────────────

第30 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第31 特別委員会委員の選任

─────────────────

第32 請願第２号 「非核日本宣言」を求

める請願

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

第１ 開 会

第２ 表彰状の伝達

第３ 市長祝辞

第４ 会議録署名議員の指名

第５ 会期の決定

第６ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）
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条例の一部を改正する条例の制
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康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について）

第15 議案第51号 三沢市表彰条例の一部
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第16 議案第52号 三沢市指定管理者によ

る公の施設の管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定に
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について
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医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

第23 議案第59号 財産の取得について

第24 議案第60号 青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体数

の減少及び青森県市町村総合事

務組合規約の変更について

第25 議案第61号 青森県市町村職員退職

手当組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村職

員退職手当組合規約の変更につ

いて

第26 議案第62号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第27 提案理由の説明

─────────────────

第28 議案の説明（省略）

─────────────────

第29 総括質疑

─────────────────

第30 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第31 特別委員会委員の選任

─────────────────

第32 請願第２号 「非核日本宣言」を求

める請願

─────────────────

（２０名）◎出席議員

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １７番 山 本 弥 一 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

９番 附 田 一 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１５番 小比類巻 雅 彦 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

（０名）◎欠席議員

─────────────────

（２６名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策推進部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 糸 井 健 二 君

企画財政部長 中 村 純 孝 君

民 生 部 長 宮 崎 倫 子 君

健康福祉部長 米 田 光一郎 君

経 済 部 長 桑 嶋 豊 士 君

建 設 部 長 吉 田 幸 男 君

上下水道部長 月 館 孝 君

政策推進部参事 伊 藤 幸 治 君

政策推進部参事
野々宮 忠 良 君

兼政策調整課長

政策推進部参事
今 村 哲 也 君

兼 秘 書 課 長

総 務 課 長 繋 範 雄 君

企画財政部参事
佐々木 卓 也 君

兼 財 政 課 長

健康福祉部参事
小笠原 雅 義 君

兼介護福祉課長

税 務 課 長 遠 藤 恵 介 君

市 民 課 長 小 泉 富 男 君

国保年金課長 工 藤 治 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局参事
和 泉 英 世 君

兼 管 理 課 長

消 防 長 小比類巻 正 雄 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 横 岡 勝 栄 君

教 育 次 長 宮 古 直 志 君

監 査 委 員 下斗米 新次郎 君

─────────────────
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◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君

主 査 織 笠 信 吾 君

主 事 鳴 海 拓 君

─────────────────

◎会議録署名議員

３番 奥 本 菜保巳 君

１９番 小比類巻 種 松 君

─────────────────

別 紙

◎予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１４番 委 員 長 小比類巻 正 規

１３番 副委員長 西 村 盛 男

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

４番 委 員 加 澤 明

６番 委 員 藤 田 光 彦

１０番 委 員 堀 光 雄

１１番 委 員 春 日 洋 子

１８番 委 員 堤 喜一郎

２０番 委 員 森 三 郎

◎条例等審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１２番 委 員 長 野 坂 篤 司

９番 副委員長 附 田 一

３番 委 員 奥 本 菜保巳

５番 委 員 鈴 木 重 正

７番 委 員 天 間 勝 則

８番 委 員 太 田 博 之

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

１９番 委 員 小比類巻 種 松
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数に○議長（馬場騎一君）

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る５月２９日、告示招集され

ました平成２０年三沢市議会第２回定例会を

開会いたします。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に差し上げておりま

す議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 表彰状の伝達

日程第２ 表彰状の○議長（馬場騎一君）

伝達を行います。

局長が表彰を受けられた方をお呼びします

ので、演壇の前までお越し願います。

お呼びいた○議会事務局長（川代一男君）

します。

全国市議会議長会一般表彰。

市議会正副議長として６年以上その職に

あった者、１８番堤喜一郎議員。

表彰状、三沢市、堤○議長（馬場騎一君）

喜一郎殿。

あなたは、正副議長として６年、市政の振

興に努められ、その功績は著しいものがあり

ますので、第８４回定期総会に当たり、本会

表彰規程により表彰いたします。

平成２０年５月２８日、全国市議会議長会

会長藤田博之。

（表彰状手交）

どうもおめでとうご○議長（馬場騎一君）

ざいました。（拍手）

ただいま、全国市議会議長会より表彰を受

けられた堤喜一郎議員に対しまして、市長よ

り記念品が贈呈されます。

堤喜一郎議員には、もう一度演壇の前まで

お越し願います。

（記念品贈呈）

ここで、議長を交代○議長（馬場騎一君）

します。

議長を交代しまし○副議長（山本弥一君）

た。

それでは、表彰状の伝達を行います。

局長が表彰を受けられた方をお呼びします

ので、演壇の前までお越し願います。

お呼びいた○議会事務局長（川代一男君）

します。

全国市議会議長会一般表彰。

市議会副議長として４年以上その職にあっ

た者、１番馬場騎一議員。

表彰状、馬場騎一○副議長（山本弥一君）

殿。

あなたは、市議会副議長として４年、市政

の振興に努められ、その功績は著しいものが

ありますので、第８４回定期総会に当たり、

本会表彰規程により表彰いたします。

平成２０年５月２８日、全国市議会議長会

会長藤田博之。

（表彰状手交）

おめでとうござい○副議長（山本弥一君）

ました。（拍手）

ただいま、全国市議会議長会より表彰を受

けられた馬場騎一議員に対しまして、市長よ

り記念品が贈呈されます。

馬場騎一議員には、もう一度演壇の前まで

お越し願います。

（記念品贈呈）

─────────────────

◎日程第３ 市長祝辞

日程第３ ただい○副議長（山本弥一君）

まの表彰に対し、市長から祝辞があります。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

去る５月２８日、開催されました第８４回

全国市議会議長会定期総会におきまして、堤

喜一郎議員さんが、市議会正副議長として６

年、馬場騎一議長さんが、市議会副議長とし

て４年の表彰を受けられました。

このたびの表彰は、三沢市の発展はもとよ

り、地方自治の振興に大きく貢献されたその

御功績により表彰されたものでありまして、

まことにおめでたく、市民ととともに心から
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お祝いを申し上げるものであります。

両議員には、心ばかりの品ではありました

が、記念品を贈らせていただきました。これ

を契機といたしまして、なお一層御自愛の

上、市政発展のためにさらなる御支援、御尽

力を賜りますようにお願いを申し上げ、お祝

いの言葉にかえさせていただきます。おめで

とうございます。

ここで、議長を交○副議長（山本弥一君）

代します。

議長を交代しまし○議長（馬場騎一君）

た。

─────────────────

◎日程第４ 会議録署名議員の指名

日程第４ 会議録署○議長（馬場騎一君）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、３番奥本菜保巳議員、

１９番小比類巻種松議員の両氏を指名しま

す。

─────────────────

◎日程第５ 会期の決定

日程第５ 会期の決○議長（馬場騎一君）

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から６月１９日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、会期は、本日から６月１９日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第６ 諸報告

日程第６ 諸報告○議長（馬場騎一君）

は、印刷してお手元に配付したとおりでござ

います。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ７ 議案第４３号から

日程第２６ 議案第６２号まで

日程第７ 議案第４○議長（馬場騎一君）

３号から日程第２６ 議案第６２号までの全

議案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第２７ 提案理由の説明

日程第２７ 提案理○議長（馬場騎一君）

由の説明を願います。

市長。

本日ここに、平成２○市長（種市一正君）

０年三沢市議会第２回定例会の開会に当た

り、提案理由の説明に先立ち、議長のお許し

を得まして、去る５月３日、ミャンマー南部

を襲った大型サイクロンの被害者の方々、ま

た、５月１２日、中国四川省で発生しました

大規模な地震による被害者の皆様に心からお

見舞い申し上げます。

自然災害とは申せ、これらの災害は全世界

に衝撃をもって報道され、現地の多くの方々

が亡くなられ、また負傷され、家を失うなど

甚大なる被害をもたらしました。いまだ見つ

からない罹災者や援助が行き届かない人々な

ど、まことに痛ましい限りであり、一日も早

い復興を切に願うものであります。

市では、民生部生活環境課に、それぞれの

災害について救援金窓口を設置し、広報及び

マックテレビ等でお知らせしてまいりまし

た。多くの市民の皆様からいただきました温

かい御厚意は、近く日本赤十字社を通じまし

て、お届けいたしたいと思います。

さて、私は昨年６月１７日の市長就任以

来、議員各位をはじめ多くの市民の皆様のお

力添えと温かい御支援のもと、市長として市

政を担当させていただいてから、間もなく１

年が経過しようとしております。

もとより、前鈴木市長の突然の逝去による

行政の停滞は許されるべくもなく、厳しい行

財政事情の中にも、選択と集中をもって各種

事業を推進してまいりましたが、三沢市立三

沢病院の移転新築事業や中心市街地活性化推

進事業の中核となる商業施設の着工にこぎつ

け、また、この４月からは「人とまち みん

なで創る 国際文化都市」を基本理念とし
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て、新たな三沢市総合振興計画をスタートさ

せたところであります。

折しも、本年は市制施行５０周年の大きな

節目の年に当たり、９月１日の記念式典ほか

各種記念行事等に、市民の皆様の多くの御参

加をいただきながら、ともに盛大に祝いたい

と考えております。

また、三沢市政発展のこの５０年の歩み

は、歴代市長はもとより、歴代議員各位をは

じめ、実に多くの市民の皆様方の並々ならぬ

御努力と御尽力のたまものでありまして、こ

のことを決して忘れることなく、後世に受け

継いでいく使命を、ともに誓い合う機会とな

るものと考えているところであります。

特に、前市長鈴木重令氏は、連続６期２０

年余の長きにわたり、その卓越した指導力を

もって市政に貢献されました。このたぐいま

れなる御功績は、２代目市長であります小比

類巻富雄氏とともに、長く顕彰されるべきも

のであるとの思いから、今議会において、胸

像建立のための予算措置をさせていただいて

おります。

いずれにいたしましても、変遷する時代の

移り変わりの中で、市民一人一人の個人の尊

重と住民自治を基調に、それぞれが持つ豊か

で多様な知識と経験を生かしたまちづくりを

推進することで、温もりのある地域社会と多

様な文化を築き、市民が主体となった「みん

なで創る」にぎわいのある三沢市、また、豊

かな自然に恵まれた郷土の風景を大切にし、

心豊かで国際性に富んだ人を育てるまち、愛

着と誇りを持って次代に引き継いでいける持

続可能なまちを目指して、｢市民と共に歩

む、市民本位のまちづくり」に全力を挙げて

取り組んでまいりたいと思いますので、議員

各位並びに市民の皆様方には、何とぞ特段の

御理解と御協力を賜りますように、よろしく

お願いを申し上げます。

それでは、提出議案の主なるものについ

て、その概要を御説明申し上げ、御審議の参

考としていただきたいと存じます。

まずはじめに、議案第４３号は、専決処分

の承認を求めることについてであります。

平成１９年度三沢市一般会計補正予算（第

８号）の専決要因といたしましては、平成２

０年三沢市議会第１回定例会後に許可決定さ

れた市債の調整のほか、地方交付税等が決定

したことに伴い、減債基金への繰り戻し及び

財政調整基金等への積み立てが緊要となりま

したことから、地方自治法第１７９条第１項

の規定に基づき専決処分したものでありま

す。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに９,

７９９万２,０００円の増額補正で、既定額

との累計では１９２億６,７７０万円とな

り、前年度最終予算額との比較では８億１,

６６４万７,０００円、４.１％減となったと

ころであります。

議案第４４号は、平成１９年度三沢市介護

保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分

の承認を求めることについてであります。

次に、議案第４５号平成２０年度三沢市一

般会計補正予算（第１号）についてでありま

す。

今回の補正予算は、多摩川精機株式会社に

対する地域総合整備資金貸付金の予算措置及

び国庫補助金の決定通知等に基づく事業費の

調整並びに緊要な一般行政経費の補正であり

ます。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに２億

３,１１０万円の増額補正で、既定額との累

計では１８７億７,３１０万円となり、前年

度最終予算額との比較では４億９,４６０万

円、２.６％の減となったところでありま

す。

以下、歳出の主なものについて御説明申し

上げます。

まず、総務費では、市制施行５０周年記念

事業費として３０３万円、故鈴木前市長の胸

像設置事業費として１,０５７万１,０００円

を、商工費では、多摩川精機株式会社に対す

る整備資金貸付金として１億６,０００万円

を、土木費では、市道５９号線整備事業とし

て１,０４３万４,０００円、市道古間木１０
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号線福祉対策事業として１,４００万３,００

０円を、教育費では、学校給食センター運営

費として４６７万５,０００円をそれぞれ予

算措置いたしました。

次に、歳入といたしましては、国庫支出金

４,１０１万８,０００円、県支出金２２０万

円、繰越金２,５４１万円、諸収入４０万５,

０００円、市債１億６,１４０万円をそれぞ

れ計上いたしたところであります。

以上が、平成２０年度三沢市一般会計補正

予算（第１号）の概要であります。

次に、議案第４６号から議案第５０号まで

は、専決処分の承認を求めるものでありま

す。

また、議案第５１号から議案第５８号まで

は、行政運営上必要な条例の制定及び条例の

一部を改正する条例の制定を行うため提案す

るものであります。内容につきましては、各

議案に記載されている提案理由のとおりであ

りますので、御了承いただきたいと思いま

す。

議案第５９号は、財産の取得についてであ

ります。

議案第６０号は、青森県市町村総合事務組

合を組織する地方公共団体数の減少及び青森

県市町村総合事務組合規約の変更についてで

あります。

議案第６１号は、青森県市町村職員退職手

当組合を組織する地方公共団体数の減少及び

青森県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついてであります。

議案第６２号は、市道の路線の認定につい

てであります。

以上をもちまして、提案いたしました議案

の主なるものについて、その概要を御説明申

し上げましたが、議事の進行に伴い、本職並

びに関係部長等から詳細に御説明申し上げた

いと存じますので、何とぞ慎重御審議の上、

原案どおり御議決、御承認を賜りますようお

願いを申し上げます。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第２項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は省略します。

─────────────────

◎日程第２９ 総括質疑

日程第２９ ただい○議長（馬場騎一君）

ま一括上程しました全議案に対して、総括質

疑を行いますが、通告がありませんので、総

括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第３０ 特別委員会の設置

及び議案の付託

日程第３０ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、９名をもって構成する予算審

査特別委員会、９名をもって構成する条例等

審査特別委員会をそれぞれ設置し、これに付

託の上、慎重に行いたいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、予算審査特別委員会、定数９名、

条例等審査特別委員会、定数９名の２特別委

員会を設置し、これに付託することに決しま

した。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には議案第４３から議

案第４５号までの３件を、条例等審査特別委

員会には議案第４６号から議案第６２号まで

の１７件をそれぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第３１ 特別委員会委員の選任

日程第３１ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会委員の選任を行います。

お諮りします。
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ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名したいと思います。これに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、特別委員会の委員は、一覧表のと

おり選任することに決しました。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで御報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会は大会議

室、条例等審査特別委員会は第２会議室にお

いてそれぞれ願います。

─────────────────

◎日程第３２ 請願第２号

日程第３２ 請願第○議長（馬場騎一君）

２号を議題とします。

お諮りします。

この請願は、請願文書表のとおり、総務文

教常任委員会に付託したいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、請願第２号「非核日本宣言」を求

める請願は、総務文教常任委員会に付託する

ことに決しました。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了いたしました。

なお、明１０日及び１１日は、議案熟考の

ため、本会議は休会となります。

次回本会議は１２日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時２９分 散会


